
 
    
 

 
昭
和
四
十
二
年
創
立
以
来
四
十
二
年
間
も
わ
た
る
歴
史
を
も 

つ
北
条
北
小
学
校
は
、
本
年
度
末
を
も
っ
て
閉
舎
し
、
平
成
二 

十
一
年
四
月
一
日
か
ら
北
条
南
小
学
校
舎
に
お
い
て
合
同
で
授 

業
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
統
合
す
る 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
校
舎
お
別
れ
式
と
惜
別
の
会
を
次
の
と
お 

り
行
い
ま
す
。
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の
ご 

出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

記 

〇 

日
時 

 

平
成
二
十
一
年
三
月
一
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
二
時
二
十
分 

〇 

会
場 

 

北
条
北
小
学
校 

体
育
館 

〇 

日
程 

 

一 

校
舎
お
別
れ
式 

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分 

（
一
部
） 

 

記
念
式
典 

（
二
部
） 

 

児
童
発
表 

（
三
部
） 

 

座
談
会 

 

二 

惜
別
の
会 

 
 

午
後
十
二
時
二
十
分
か
ら
二
時
二
十
分 

  
 

◇ 

会
費 

校
舎
お
別
れ
式
は
無
料
で
す
が
、
惜
別
の
会
に
出 

席
さ
れ
る
方
は
、
会
費
（
一
人
）
四
千
円
で
す
。 

◇ 

申
込 

北
小
学
校
区
の
方
は
、
昨
年
十
二
月
末
に
各
町
内 

会
で
配
布
さ
れ
た
案
内
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く 

だ
さ
い
。 

校
区
外
の
方
や
案
内
書
を
無
く
さ
れ
た
方
は
、
北 

条
北
小
学
校
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

電
話 

２
５
―
３
２
１
４ 

教
頭
・
平
間
ま
で 

◇ 

締
切 

一
月
二
十
三
日
（
金
）
で
す
。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
― 第３３回北条少年・少女柔道大会 ―  
１２月７日（日）・北条コミセン 

団体戦 
小学生低学年の部／優勝 北条・中鯖石クラブ 
            （中山祥太・村山滉太） 
 小学生高学年の部／３位 北条柔道クラブ 

（羽田正彦・品田拓眞） 
個人戦 
小学生低学年の部／３位 中山祥太・村山滉太 
小学生高学年の部／３位 品田拓眞 
中学生の部   ／優勝 田村宏海 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(２) 平成 21 年１月５日発行            山   な   み                               第 362 号

 ふ れ あ い と 福 祉 の ま ち 北 条 

 

診療所・休診日のお知らせ 
 

毎週土・日曜日、祝日 

年末年始１２月２７日～１月４日（日） 

    １月２３日（金）・３０日（金） 

    ２月 ６日（金）・２０日（金） 

  
北条診療所 ２５－３２１５ 

災
害
に
負
け
な
い
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 

  
 
 
 

北
条
地
区
災
害
対
策
本
部 

 

本
部
長 

江
尻 

東
磨 

  

先
般
、
総
務
省
消
防
庁
と
奈
良
県
が
共
同
主
催
、
地
域
に
於
け
る

「
自
主
防
災
組
織
の
さ
ら
な
る
防
災
力
の
強
化
」
の
活
動
講
演
に
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

中
越
大
震
災
で
の
危
機
感
を
共
有
し
、
災
害
時
の
要
介
護
者
登
録

台
帳
の
作
成
、
防
災
組
織
の
確
立
、
防
災
訓
練
、
防
災
無
線
の
配
備

訓
練
な
ど
は
好
評
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
、
災
害
直
後
の
一
番 

大
変
な
時
期
を
乗
り
切
っ
た
の
は 

自
助
、
共
助
は
北
条
地
区
民
の
大 

き
な
力
で
す
。 

 

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト 

に
は
、
一
重
に
住
民
の
皆
さ
ま
の 

ご
理
解
、
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
し
、 

講
演
の
材
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
自 

立
し
た
地
域
づ
く
り
と
安
心
し
て 

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
の
実
現
に 

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。  

「
親
た
ち
の
長
鳥
駅
」
を
自
費
出
版 

 

子
ど
も
時
代
、
岩
之
入
集
落
で
過
ご
さ
れ
た
伊
部
武
彦
さ
ん
が
、
長
鳥
駅
の

生
い
立
ち
を
ま
と
め
た
冊
子
「
親
た
ち
の
長
鳥
駅
」
を
自
費
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

伊
部
さ
ん
は
、
長
鳥
駅
の
生
い
立
ち
を
再
確
認
す
る
資
料
と
し
て
、
ま
た
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
る
手
が
か
り
と
し
て
関
係
す
る
長
鳥
地
区
の
町
内
会
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
の
取
り
扱
い
は
、
町
内
会
長
さ
ま
に
一
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 
長
鳥
駅
昇
格
請
願
委
員
で
ご
苦
労
な
さ
れ
た
方
、
ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
の
方

で
冊
子
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
ま
で
連
絡
を
。
電
話
２
３
―
４
７
３
５ 

 

 


